
 

秋冷の候、保護者の皆様方にはご健勝のこととお喜び申し上げます。さて、今年の運動会は

天候不良に悩まされ、保護者の皆様方にもご心配をお掛けしましたが、１０月５日（金）に無

事に実施できたことをとても嬉しく思います。また、１０月には多くの行事がありましたが、

子ども達が落ち着いた学校生活を送っていることをとても嬉しく思います。 

以下に１０月１６日の全校朝会での校長講話の概略を記します。（前半省略） 

今日は皆さんに「心のコップ」の話をします。ここに３種類のコップを持ってきました。こ

のコップは、それぞれ大きさや強さが違いますね。たぶん、このステンレスのコップが一番大

きくて衝撃にも強く、このガラスのコップが一番小さくて衝撃にも弱いと思います。 

さて、皆さんの心の中にもこのコップの様な、それぞれ大きさや強さが異なる「心のコップ」

があります。しかし、そのコップは、本人にも周りの人にも見えないので、「心のコップ」の

大きさや強さは、誰にもわかりません。もしかすると、皆さんの中には、校長先生よりも大き

くて強い「心のコップ」を持っている人がいるかもしれません。 

皆さんにお願いしたいことは、皆さんの「心のコップ」が悲しみや苦しみで一杯になって溢

れたり、強い衝撃を受けてひびが入ったり割れたりする前に、おうちの人や先生やお友達に相

談して欲しいということです。一人で悩んだり苦しんだりせずに誰かに相談すると「心のコッ

プ」は溢れたり壊れたりしなくなります。 

また、時にはお友達と喧嘩をすることもあると思いますが、そんな時には、相手の「心のコ

ップ」の事を思いやって下さい。自分が言った一言で相手の心を傷つけてしまう事があります。

お友達の「心のコップ」が悲しみや苦しみで一杯になって溢れたり、強い衝撃を受けてひびが

入ったり割れたりしないように、これからも、お友達と仲良く楽しい学校生活を送って下さい

ね。 

次に、ＰＨＰの「のびのび子育て」に書かれていた榎本博明（ＭＰ人間科学研究所代表）さ

んの「すぐめげる子、人のせいにする子にしないために『叱られる力』をつける！」を紹介し

ます。 

「ほめて育てる」という考え方が広まってから、ちょっとしたことで傷ついてしまい、落ち込

みやすく、頑張り抜くことができない子どもや若者が増えています。 

 叱ることに対して罪悪感を持つお母さんも多いようですが、それは叱ることを虐待と混同し

たようなメッセージを流すメディアの勘違いの弊害と言えます。むしろ叱るべき時も叱らずに

済ませるお母さんこそ、子どもをダメにするという意味で罪悪感を持つべきです。 

 叱られる経験が少ないと、感情的に行動しやすくなる 

 今は、アルバイトをしている大学生が多いですが、アルバイト先でミスを叱られたり遅刻を

注意されたりするたびに、キレて辞めてしまう子が多いという話がよく出ます。なぜそうなる

のか。それは、親からも先生からも叱られたことがないため、叱られると大きな衝撃を受け、

感情的な反応をしてしまうのです。叱られたことがほとんどないと、反省する習慣がなく、何
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がいけないのかがわからないということもあるようです。 

 今の時代、うっかり叱ると保護者からクレームがついたりするので、園でも学校でも先生は

子ども達を厳しくしつけることができません。叱られたり注意されたりすることへの耐性をつ

けてあげられるのは、今や親しかいないのです。 

 ほめられるばかりで、なにをやっても叱られない子は、ほめてもらえるようなポジティブな

状況では気持ちよく過ごせますが、思うように力を発揮できないネガティブな状況には耐える

ことができません。 

 一方、叱られたり注意されたりすることへの耐性を身に付けている子は、思い通りにならな

い苦しい状況にもめげずに、前向きに頑張り続けることができます。「なんで自分が叱られな

きゃいけないんだ、もうイヤだ！」などと感情的になることなく、他の人の意見をきちんと聞

き、「これはまずいな、ちゃんとやらなくちゃ」と冷静に対応し、力をつけていけます。叱られ

る経験を糧にして、自分を成長させていくことができるのです。・・・・・と述べられています。 

 

 ※上記の下線を引いた部分について、私は叱ることも大切だと考えています。しかし、「叱

る」と「怒る」には違いがあります。叱るということは、「もっと相手に良くなって欲し

い」という期待を持ち、心の中に冷静さを保ちつつ教え諭すことです。感情の高ぶるまま

に怒って体罰に至ることがあってはなりません。叱る基準を明確にして教師の足並みを揃

え、叱るべき事は決して見過ごさないで、愛情を込めて叱っていきたいと思います。 

 

＜１１月の行事予定＞ 

日 曜 行事予定 日 曜 行事予定 

１ 木  16 金 火災避難訓練、定時退勤日 

２ 金 創立記念日 17 土  

３ 土 北陵文化祭 18 日  

４ 日 北陵文化祭 19 月 ふれあいタイム、火災避難訓練予備日 

５ 月 ファミリー集会、下校指導 20 火 図工展準備（～１２月３日） 

６ 火 連合音楽会、お話ポケット 21 水 校内研究会（２年生以外１３：３０下校） 

７ 水 ウォークラリー大会 22 木 １年校外学習 

８ 木  23 金 勤労感謝の日 

９ 金 定時退勤日、ウォークラリー予備日 24 土  

10 土  25 日  

11 日  26 月 ３年校外学習 

12 月 委員会活動 27 火  

13 火 全校朝会、４年ＰＴＣ活動 28 水  

14 水  29 木  

15 木  30 金 ファミリー遊び、定時退勤日 

 

＜１２月の行事予定＞ 

 個人懇談（３日～６日） 図工展（３日～９日） １０日（月）委員会活動 １１日（火）

朝会 １９日（水）５年餅つき ２１日（金）給食最終日、大掃除 ２５日（火）終業式 

＜お知らせ＞ 

 １１月は、朝の集団登校の際に各班の集合場所から、私も子ども達と一緒に歩いて登校しよ

うと考えています。順番に各集合場所を巡る予定ですので、宜しくお願いします。 


